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§１．研究成果の概要 

 

本研究は糖鎖修飾の舞台としてのゴルジ体に着目し、その微細構造の時空間ダイナミクスと糖

タンパク質の輸送経路を精密探査するものである。さらに、ゴルジ体の形成とカーゴ分子の選別輸

送の分子機構を解明することにより、分泌経路の設計原理を理解し、その過程で得られた知見を

基にタンパク質の糖鎖修飾を制御することを目指している。 

本年度は、微細形態と糖転移酵素の局在に基づくゴルジ体の構造ダイナミクスを解析する基盤を

整えることができた。すなわち、連続切片を用いた走査電子顕微鏡技術により、培養動物細胞を対

象としてゴルジ体の 3 次元像の構築に成功した。さらに超解像顕微鏡観察により、トランスゴルジ槽

に配置する数種類の糖転移酵素が異なる局在パターンを示すことを明らかにした。さらには、バイ

オ実験自動化システム「まほろ」からマイクロプレートを顕微鏡に受け渡す補助ロボット部分の構築

を行った。これにより、「まほろ」が調製した免疫染色試料を顕微鏡で観察するための自動化の基

盤を構築することができた。 

一方、カーゴ分子および糖転移酵素にビオチン化酵素を融合させて哺乳動物細胞に発現させ、

分泌経路における近接依存性標識を実施した。これにより、分子暗号を組み込んで分泌ルートを

制御したカーゴ分子と糖転移酵素のいずれの近傍にも存在し得る分子を同定し、本タンパク質が

糖転移酵素と複合体を形成することを見出した。 

このように、本年度は、今後の研究を展開するにあたり、必要な技術基盤を整備するとともに、こ

れを用いて重要な新知見を得ることに成功した。 
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② 研究項目 

１．微細形態と糖転移酵素の局在に基づくゴルジ体の構造ダイナミクスの解析 

２．カーゴ分子および糖転移酵素の細胞内移動経路の実態解明 

３．分泌経路のプログラムの解読とその改変による糖鎖修飾の制御 
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② 研究項目 

１．微細形態と糖転移酵素の局在に基づくゴルジ体の構造ダイナミクスの解析 

２．カーゴ分子および糖転移酵素の細胞内移動経路の実態解明 
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② 研究項目 

１．微細形態と糖転移酵素の局在に基づくゴルジ体の構造ダイナミクスの解析 

２．カーゴ分子および糖転移酵素の細胞内移動経路の実態解明 

３．分泌経路のプログラムの解読とその改変による糖鎖修飾の制御 
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